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本
年
度
の
企
画
展
は
、「
あ
い
ち
の
道
」

と
題
し
て
、
十
月
一
日
（
水
）
か
ら
十
一

月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
、
本
館
展
示
室

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
街
道
や
旧
宿
場
町
な
ど
が
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
東
海
道
は
現
在
で
も
有
名
で
す
が
、

愛
知
県
内
を
通
る
街
道
は
東
海
道
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
街
道
沿
い
の
宿

場
町
は
、
県
内
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
ら
が
設
け
ら
れ
た
目
的
は

何
か
と
、
興
味
を
持
っ
た
の
が
今
回
の
企

画
展
を
計
画
し
た
最
初
の
動
機
で
し
た
。

そ
し
て
、
道
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
う
ち

に
、
最
終
的
に
は
現
在
本
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
道
路
関
係
の
公
文
書
の
内
容
に
も

繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
道
の
歴
史
は
続

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
こ
の
テ
ー
マ

で
企
画
展
を
開
催
し
た
い
と
強
く
思
い
、

準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
籍
図
に
始
ま
る
地
図
・
絵
図
類
は
、

目
で
見
て
楽
し
め
る
た
め
、
場
を
賑
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
館
所
蔵
の
古

文
書
で
あ
る
「
大
脇
家
文
書
」、「
大
塚
三

右
衛
門
家
文
書
」、
旧
名
古
屋
藩
や
郡
役

所
の
残
し
た
文
書
類
、
本
館
が
複
製
本
を

所
蔵
し
て
い
る
「
愛
知
県
庁
文
書
」、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
所
蔵
し
て
い
る
国
立

公
文
書
館
の
「
太
政
類
典
」
や
「
公
文
類

聚
」
な
ど
の
資
料
を
主
に
用
い
て
、
シ
ナ

リ
オ
を
練
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
展
示
の
構
成
に
従
い
、
企
画
展

の
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

一　

あ
い
ち
の
街
道

　

始
め
に
、
愛
知
県
を
通
る
街
道
を
紹
介

し
ま
し
た
。
街
道
を
示
す
地
図
を
探
し
て

い
た
と
き
に
ふ
と
目
を
引
い
た
の
が
、
地

籍
図
の
「
額
田
郡 

岡
崎
市
街
」
で
す
。

　

岡
崎
は
、
江
戸
時
代
城
下
町
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
東
海
道
の
宿
駅
と
し
て
も
栄

え
た
場
所
で
し
た
。
城
下
町
と
し
て
の
特

性
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
た
岡
崎
城
下
の

東
海
道
は
「
二
十
七
曲
り
」
と
称
さ
れ
、

曲
が
り
角
の
多
さ
で
有
名
で
し
た
。
当
時

の
街
道
の
様
子
が
、
寛
政
年
間
に
作
成
さ

れ
た
「
東
海
道
分
間
延
絵
図
」
に
見
て
取

れ
、
そ
の
屈
曲
の
形
が
明
治
十
七
年
作
成

の
本
館
所
蔵
の
地
籍
図
に
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
表
れ
て
い
ま
し
た
。
地
籍
図
の
原
本
は

大
き
く
、
展
示
ケ
ー
ス
ぎ
り
ぎ
り
の
大
き

さ
で
し
た
が
、
ふ
だ
ん
は
ご
覧
い
た
だ
け

な
い
地
籍
図
の
原
本
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
を
走
る
街
道
の
起
点
や

ル
ー
ト
に
は
諸
説
が
あ
り
、
全
て
を
示
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名
古
屋

城
付
近
を
経
由
す
る
街
道
を
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
し
た
。

二　

宿
駅
制
度

　

ま
た
、
宿
駅
と
そ
の
機
能
、
伝
馬
と
助

郷
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
宿
駅
制
度
に
つ
い

て
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

伝
馬
と
は
、
街
道
筋
に
置
か
れ
た
宿
駅

（
宿
場
）
を
通
過
す
る
度
に
、
荷
物
を
持

つ
人
足
や
馬
を
継
ぎ
替
え
さ
せ
る
制
度
で

す
。
決
め
ら
れ
た
数
の
人
足
や
馬
が
宿
駅

内
に
常
備
さ
れ
、用
立
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

交
通
量
が
多
く
て
足
り
な
い
と
き
に
は
、

助
郷
と
し
て
指
定
を
受
け
た
付
近
の
村
々

が
村
高
に
応
じ
た
数
の
人
馬
を
提
供
し
ま

し
た
。

　
「
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
」
の
「
人
馬

継
立
帳
」
に
は
、
江
戸
の
板
橋
宿
を
出
発

し
て
中
山
道
の
各
宿
を
通
り
、
一
旦
木
曽

街
道
を
南
下
し
て
名
古
屋
に
寄
り
、
美
濃

路
を
通
っ
て
再
び
中
山
道
へ
出
て
大
津
に

至
る
ま
で
の
行
程
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
文
書
に
出
て
く
る
尾
張
藩
士
大

塚
亀
治
郎
は
京
都
で
役
職
に
つ
い
て
い
た

た
め
、
大
津
を
通
過
し
た
後
、
京
都
へ
向

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
足
跡

が
詳
細
に
見
て
取
れ
る
と
と
も
に
、
宿
間

の
人
馬
の
継
立
（
必
要
と
し
た
人
足
数
と

駄
賃
）
が
記
載
さ
れ
、
各
宿
の
問
屋
の
判

が
押
さ
れ
て
い
る
と
て
も
興
味
深
い
資
料

で
す
。
問
屋
の
印
は
宿
ご
と
に
違
い
、
見

比
べ
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

次
に
、
愛
知
県
内
の
宿
駅
を
紹
介
し
ま

し
た
。
宿
駅
と
し
て
幕
府
の
指
定
を
受
け

た
も
の
は
十
九
宿
、
そ
の
他
尾
張
藩
の
指

定
を
受
け
た
も
の
が
四
宿
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
位
置
を
図
示
す
る
と
と
も
に
、

幕
府
指
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
宿
村
大

概
帳
（
天
保
十
四
年
調
べ
）」
に
基
づ
き
、

宿
の
規
模
な
ど
を
一
覧
表
で
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
絵
地
図
の
中
に
も
宿
駅
は
交

通
の
要
所
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の

役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
を
通
し
て
継
続
し
た
宿
駅
制

度
で
す
が
、
荷
物
を
運
ぶ
と
き
に
か
か
る

人
馬
賃
銭
は
公
用
の
場
合
に
は
低
く
抑
え

ら
れ
、運
営
は
常
に
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

幕
府
や
藩
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
を
行
い
、

な
ん
と
か
運
営
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
も
や
が
て
限
界
を
迎
え
、
江
戸
幕
府
が

倒
れ
て
明
治
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
後
も
そ

の
立
て
直
し
は
か
な
わ
ず
、明
治
五
年
、つ

い
に
宿
駅
制
度
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

　

幕
末
・
明
治
初
期
の
状
況
に
関
す
る
資

料
は
、「
愛
知
県
庁
文
書
」
の
中
で
も
特

に
原
本
を
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
し

　

平
成
二
十
六
年
度
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　
「
あ
い
ち
の
道
」

企画展の風景
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表
紙
の
写
真
の
解
説

　

表
紙
の
写
真
は
、
二
点
と
も
街
道

通
行
に
関
す
る
資
料
で
す
。
上
段
は

「
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
」、
下
段
は

愛
知
県
の
公
文
書
で
す
。

　

上
段
の
写
真
は
、「
覚
」
と
し
て
、

江
戸
よ
り
名
古
屋
ま
で
、
名
古
屋
よ

り
京
都
ま
で
、
京
都
よ
り
贄
川
ま
で

の
往
来
運
賃
な
ど
が
書
か
れ
た
文
書

で
す
。
目
的
地
ま
で
宿
駅
を
通
過
す

る
度
に
人
馬
の
継
ぎ
替
え
を
し
、
か

か
っ
た
費
用
の
合
計
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
付
は
七
月
と
あ
り

ま
す
が
、
年
代
は
不
明
で
す
。

　

下
段
の
写
真
は
、「
薩
州
暴
徒
征
罸

凱
旋
兵
隊
通
行
留
」
の
表
紙
と
そ
の

一
部
で
す
。
愛
知
県
文
化
会
館
か
ら

移
管
さ
れ
た
公
文
書
の
一
つ
で
、
現

在
は
原
本
を
裏
打
ち
の
上
、
和
綴
じ

製
本
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
十
年
、

西
南
戦
争
に
出
兵
し
た
兵
士
た
ち
が
、

戦
争
の
終
結
後
東
京
方
面
に
陸
路
で

凱
旋
す
る
際
に
、
熱
田
駅
に
宿
泊
し

た
記
録
で
す
。
部
隊
名
と
宿
泊
人
数
、

受
け
取
っ
た
賃
銭
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
に
は
、
一
度
に
千
人

単
位
で
宿
泊
す
る
こ
と
も
あ
り
、
当

時
の
人
々
が
人
馬
継
立
て
や
宿
泊
所

の
確
保
に
奔
走
す
る
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

　

上
段
の
資
料
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
、
下
段
の
資
料
は
C
D
で
閲

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

て
い
る
文
書
に
多
く
見
え
ま
す
。
助
郷
に

つ
い
て
は
、
全
国
の
村
々
を
全
て
宿
駅
の

助
郷
に
振
り
分
け
る
「
海
内
一
同
化
」
が

明
治
元
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
池
鯉
鮒
宿
や
岡
崎
宿
な
ど
に
紀
伊
国

の
村
々
が
助
郷
と
し
て
宛
が
わ
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
荷
物
運
び
を
行
う
こ
と
は
困

難
な
た
め
、
勤
め
分
を
金
納
す
る
形
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
未
納
が
相
次

ぎ
、
困
り
果
て
た
宿
駅
が
県
に
対
応
を
求

め
た
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宿

駅
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
、
反
対
に

藩
や
県
が
宿
駅
に
対
し
貸
し
付
け
て
い
た

お
金
の
取
立
て
に
つ
い
て
の
資
料
が
多
く

あ
り
ま
す
。
負
債
額
は
各
宿
数
十
円
か
ら

数
百
円
ほ
ど
で
す
が
、
当
時
と
し
て
は
高

額
で
、
返
済
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
こ
と

も
文
書
か
ら
窺
え
ま
す
。
こ
の
他
、
宿
内

の
施
設
の
払
下
げ
な
ど
の
資
料
も
あ
り
、

宿
駅
制
度
の
後
処
理
に
つ
い
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、
国
と
の
や

り
取
り
を
示
す
も
の
も
あ
り
、
当
時
内
務

卿
や
大
蔵
卿
な
ど
を
務
め
た
大
久
保
利
通

や
大
隈
重
信
、
伊
藤
博
文
、
松
方
正
義
、

陸
奥
宗
光
と
い
っ
た
明
治
期
を
代
表
す
る

政
治
家
の
名
前
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

三　

交
通
の
近
代
化

　

最
後
に
、
宿
駅
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後

の
交
通
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
の
「
河
港
道
路
修
築
規
則
」

の
制
定
か
ら
、
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
の
方
策
が
随
時
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す

が
、
実
際
の
土
木
工
事
は
基
本
的
に
地
元

民
の
手
で
行
わ
れ
、費
用
負
担
に
つ
い
て
、

県
や
国
と
衝
突
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
通
行
が
規
制
さ

れ
て
い
た
荷
車
な
ど
の
通
行
が
こ
の
頃
に

は
認
め
ら
れ
、
自
由
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
た
関
所
や
宿
駅
も
な
く
な
り
、
人
の

往
来
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
険
路

や
悪
路
の
修
繕
・
付
替
な
ど
の
工
事
が
非

常
に
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。「
愛
知
県
庁

文
書
」
の
中
で
も
、
原
本
を
国
文
学
研
究

資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
文
書
に
、
関
連

の
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
広
い
意
味

で
「
道
」
で
あ
る
と
捉
え
て
展
示
内
容
に

加
え
ま
し
た
。

　

愛
知
県
で
最
初
の
鉄
道
と
な
る
熱
田
―

武
豊
間
や
幹
線
鉄
道（
現
在
の
東
海
道
線
）

に
つ
い
て
は
「
公
文
類
聚
」
に
よ
っ
て
紹

介
し
ま
し
た
。
県
内
の
私
設
鉄
道
に
つ
い

て
も
い
く
つ
か
展
示
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
私
設
鉄
道
の
大
部
分
は
、
現
在
は
名
鉄

に
合
併
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
七
年
に
は
、
新
道
路
法
が
制

定
さ
れ
、
こ
の
法
律
の
下
で
、
現
在
の
道

路
網
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
多
く
を
明
治
か

ら
昭
和
初
期
の
公
文
書
に
当
た
る
「
愛
知

県
庁
文
書
」
に
依
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

は
明
治
維
新
期
の
藩
や
県
が
、
国
と
民
衆

と
の
間
で
板
挟
み
に
な
り
な
が
ら
も
双
方

と
調
整
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
、
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
当
時
の
公

文
書
か
ら
、
交
通
制
度
や
道
路
整
備
の
移

り
変
わ
り
を
県
の
事
情
を
含
め
て
捉
え
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
を
契
機
に
、
郷
土
の

歴
史
及
び
本
館
の
所
蔵
資
料
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

企画展の風景

県の木　ハナノキ
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地
方
懸
り

御
勘
定
奉
行
江

　
　

昨
日
如
雲
方
砂
子
村
通
行
之
節
、
右
村
高
札
場
ニ

　
　

徳
川
慶
喜
云
々
之
高
札
相
懸
り
居
、
右
高
札
之
儀
ハ

　
　

御
代
官
江
申
談
、
為
二
取
外
一
候
旨
被
二
申
聞
一
候
、
右
ハ
如
何
様
之

　
　

次
第
ニ
候
哉
、
御
代
官
江
被
二
相
尋
一
恐
入
之
趣
申
達
候
様

　
　

可
レ
被
レ
致
候

一　

右
高
札
取
除
方
兼
而
御
布
告
之
趣
も
有
レ
之
候
処

　
　

只
今
迄
其
儘
相
成
居
候
儀
ハ
、
全
相
洩
候
儀
与
相
見

　
　

候
得
共
、
若
朝
廷
御
役
向
等

御
尋
有
レ
之
次
第
有
レ
之

　
　

候
而
ハ
不
二
容
易
一
儀
、
御
役
向
ハ
勿
論

　
　

藩
知
事
様
御
不
念
ニ
相
成
、
誠
ニ
以
奉
二
恐
入
一
候
事
ニ

　
　

候
半
哉
、
右
之
次
第
ニ
而
ハ
外
村
々
ニ
も
万
一
取
除
方

　
　

等
相
洩
居
候
哉
も
難
レ
計
候
付
、
街
道
筋
を
先
立

　
　

村
々
と
も
、
駅
逓
懸
り
支
配
等
之
内
至
急
巡
村
相
改
候
様

　
　

可
レ
被
二
取
計
一
候

　
　
　

但
、
当
御
時
勢
江
付
、
不
都
合
成
儀
ハ
一
々
拙
者
共

　
　
　

不
二
申
談
一
候
共
、
心
附
候
儀
ハ
被
二
申
達
一
、
改
書
候
ハ
勿
論

　
　
　

之
儀
、
其
余
ニ
も
本
文
体
之
儀
有
レ
之
候
而
ハ
、
実
ニ

　
　
　

御
藩
政
ニ
も
相
拘
候
付
、
巡
村
之
節
、
篤
与
念
入

　
　
　

相
改
候
様
可
レ
被
二
取
計
一
候
、
此
段
分
ケ
而
申
談
候

　
　
　
　

十
月
十
一
日

　

御
紹
介
す
る
史
料
は
、
本
館
が
原
本
を
所
蔵
す
る

明
治
初
期
の
「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」
の
『
政
事
日
記
』

に
記
載
さ
れ
た
一
件
で
す
。

　

事
件
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
月
に
起
き
ま

し
た
。
名
古
屋
藩
の
北
辺
の
押
さ
え
を
職
務
と
す
る

北
地
部
宰
の
田
宮
如
雲
配
下
の
者
が
、
海
東
郡
砂
子

村
（
現
大
治
町
）
を
通
っ
た
折
に
、
江
戸
幕
府
最
後

の
将
軍
徳
川
慶
喜
の
命
令
を
書
い
た
高
札
を
見
つ
け

ま
し
た
。
明
治
二
年
と
い
え
ば
、
維
新
政
府
が
戊
辰

戦
争
に
結
着
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
版
籍
奉
還
や
職

員
令
な
ど
に
よ
り
繰
り
返
し
藩
政
改
革
を
迫
っ
て
い

た
時
期
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
あ
ろ
う
こ

と
か
旧
幕
府
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
ず
に
藩
領
に
残
っ

て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
す
。
す
ぐ
に
名
古
屋

藩
権
大
参
事
の
民
政
判
事
生
駒
頼
母
、
権
少
参
事
の

民
政
担
当
深
沢
新
平
が
指
揮
を
と
り
、
勘
定
奉
行
を

通
し
て
当
該
地
域
の
所
付
代
官
で
あ
っ
た
松
平
竹
蔵

ら
の
取
調
べ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

上
掲
史
料
に
は
、
①
当
該
高
札
は
以
前
に
取
り
外

す
よ
う
布
告
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し

ま
っ
た
。
②
新
政
府
の
役
人
に
問
い
質
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
大
変
な
こ
と
で
、
藩
知
事
の
落
度

に
さ
れ
て
し
ま
う
。
③
他
に
も
外
し
忘
れ
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
駅
逓
懸
り
配
下
の
者
を
街
道
沿
い
の

村
々
か
ら
至
急
巡
回
さ
せ
て
確
認
せ
よ
。
④
今
後
、

同
様
の
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
巡
村
の
際
に
は
念
入

り
に
確
認
せ
よ
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

取
調
べ
の
結
果
、
代
官
所
が
村
役
人
に
取
り
外
し

の
指
示
を
し
た
だ
け
で
古
い
立
札
を
提
出
さ
せ
な

か
っ
た
こ
と
や
、
新
し
い
立
札
を
渡
さ
ず
代
官
所
が

書
い
た
紙
を
村
役
人
に
渡
し
て
張
る
よ
う
に
命
じ
た

だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
杜
撰
で
あ
る
と
さ
れ
、
所
付

代
官
は
以
後
の
入
念
な
職
務
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

古 

文 

書 

解 

読 

講 

座
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県
史
編
さ
ん
室
で
は
、
公
文
書
館
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
編
さ
ん
事
業
と
最

新
刊
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
編
さ
ん
物
や
諸
記
録
を
扱
っ
た
『
資

料
編
14　

中
世
・
織
豊
』、
名
古
屋
の
地

域
史
料
を
扱
っ
た
『
同
15　

近
世
1　

名

古
屋
・
熱
田
』、
尾
張
藩
関
係
史
料
を
扱
っ

た
『
同
21　

近
世
7　

領
主
1
』
で
掲
載

し
た
史
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

各
巻
の
展
示
ブ
ー
ス
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
中
世
・
織
豊
】「
信
長
公
記
首
巻
」
は

初
期
の
織
田
信
長
を
知
る
基
本
史
料
で

す
。
父
信
秀
の
葬
儀
で
抹
香
を
位
牌
に
投

げ
つ
け
た
仕
業
、
茶
筅
髷
や
豹
・
虎
革
の

袴
で
大
う
つ
け
と
い
わ
れ
る
出
立
ち
、
美

濃
の
斎
藤
道
三
と
の
交
流
な
ど
、
よ
く
知

ら
れ
た
信
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
み
ら
れ
ま

す
。
展
示
で
は
初
陣
か
ら
尾
張
統
一
ま
で

の
戦
い
の
中
か
ら
、
桶
狭
間
の
戦
い
以
前

の
信
長
の
愛
知
県
内
で
の
足
跡
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

【
近
世
1
】
本
巻
編
さ
ん
過
程
で
新
た
に

見
つ
か
っ
た
資
料
群
の
中
か
ら
三
点
の
史

料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。「
西
川
家
文
書
」

か
ら
は
庄
内
川
河
口
の
下
之
一
色
村
（
現

中
川
区
）
が
尾
張
藩
か
ら
漁
業
権
を
認
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
史
料
を
、「
杉

ノ
宮
文
書
」
か
ら
は
城
下
町
名
古
屋
に
隣

接
し
た
町
の
様
相
を
示
し
て
い
た
中
杉
村

の
四
軒
家
（
現
北
区
）
に
設
置
さ
れ
た
番

所
・
木
戸
の
諸
経
費
に
関
す
る
史
料
を
、

油
商
を
営
ん
で
い
た
「
吉
田
家
文
書
」
か

ら
は
油
商
小
売
仲
間
の
申
合
せ
書
（
取
決

め
）
を
紹
介
し
ま
す
。

【
近
世
7
】
尾
張
藩
の
付
家
老
で
あ
る
竹

腰
家
は
、
初
代
藩
主
義
直
の
生
母
相
応
院

（
お
亀
の
方
）
の
息
子
で
あ
り
、
義
直
の

異
父
兄
で
あ
る
竹
腰
正
信
を
祖
と
し
て
い

ま
す
。
相
応
院
は
、
尾
張
藩
の
重
臣
の
内

で
も
特
に
「
万
石
家
臣
」
と
称
さ
れ
る
五

家
の
ひ
と
つ
志
水
家
の
出
身
で
す
。
展
示

で
は
、
相
応
院
と
彼
女
と
縁
の
あ
る
石
清

水
八
幡
宮
の
関
係
を
示
す
史
料
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
竹
腰
家
と
と
も
に
付
家
老

で
あ
っ
た
成
瀬
家
が
、「
長
篠
合
戦
図
屏

風
」
お
よ
び
「
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
を

所
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
江
戸
時
代
で
も
有

名
で
し
た
。
展
示
で
は
、
成
瀬
家
の
武
功

を
描
い
た
合
戦
図
屏
風
が
「
文
化
財
」
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料

を
紹
介
し
ま
す
。

　

紹
介
し
た
史
料
は
、
ご
く
一
部
で
す
。

一
度
、『
愛
知
県
史
』
で
本
県
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
史
料
に
触
れ
て
み
て
下
さ

い
。『
愛
知
県
史
』
は
、
県
内
の
図
書
館

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

自
治
セ
ン
タ
ー
八
階
の
県
史
編
さ
ん
室
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
名
古
屋
県
で
発
行
さ
れ
た

新
聞
と
し
て
月
三
回
発
行
の
文
明
社
「
名

古
屋
新
聞
」、
毎
日
曜
日
発
行
の
週
報
社

「
愛
知
週
報
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
明

治
八
年
九
月
二
十
日
付
、
日
刊
新
聞
と
し

て
「
第
二
大
学
区
新
聞
」
創
刊
号
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
第
二
大
学
区
と
は
、
学
制

に
よ
る
教
育
行
政
区
分
で
、
現
在
の
愛
知

県
、岐
阜
県
、三
重
県
、静
岡
県
、長
野
県
、

福
井
県
、
石
川
県
を
範
囲
と
し
て
、
愛
知

県
に
本
部
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
の
明
治
九
年
一
月
九
日

の
通
号
三
十
六
号
か
ら
、「
二
大
学
区
愛

知
新
聞
」
に
改
題
さ
れ
、
さ
ら
に
通
号

五
十
三
号
以
降
は
、
愛
知
新
聞
社
発
行
の

「
愛
知
新
聞
」
に
改
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
の
創
刊
号
の
紙
面
冒
頭
に

は
、｢

当
県
御
布
達
御
指
令
并
ニ
公
判
等

悉
皆
記
事
載
録
御
用
之
儀
聞
届
相
成
候
付

爾
後
発
端
江
脱
漏
刊
行
イ
タ
ス
ヘ
ク
依
テ

此
ニ
明
告
ス｣

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

際
に
布
達
の
す
べ
て
が
記
録
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、「
愛
知
新
聞
」
と
な
っ
て

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
巻
末
に
は
、「
コ
ノ
新
聞
紙
ハ
専

ラ
第
二
大
学
区
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
普
子
ク
全
国

ニ
及
フ
ハ
先
キ
ニ
己
ニ
述
ヘ
タ
リ
又
更
ニ
海

外
ノ
新
聞
ヲ
雑
記
シ
或
ハ
新
泊
洋
書
ノ
翻

訳
カ
ラ
商
舶
貿
易
ノ
利
不
利
ニ
至
ル
マ
テ

二
号
三
号
逐
次
記
出
ス
看
客
其
出
ル
ニ
隨

テ
高
評
ヲ
タ
マ
ヘ
」
と
あ
り
、
愛
知
県
の
み

な
ら
ず
、
第
二
大
学
区
や
全
国
に
普
及
さ

せ
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

紙
面
の
大
部
分
は
「
論
説
」
に
割
か
れ

て
い
ま
す
が
、
中
に
は
「
興
行
芝
居
の
華

や
か
な
様
子
」、「
旅
費
を
盗
ま
れ
立
ち
往

生
し
て
い
る
人
へ
の
親
切
の
話
」、「
侍
の

名
を
売
ら
ん
と
し
て
断
ら
れ
る
話
」、「
米

や
綿
、
油
の
物
価
や
塩
相
場
」
な
ど
の
記

事
も
あ
り
、
当
時
の
生
活
の
様
子
も
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
館
で
は
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
十
種

類
の
新
聞
を
備
え
て
お
り
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
『
愛
知
県
史
』
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

― 
新
刊
掲
載
資
料
か
ら 

―

　

明
治
初
期
の
新
聞
よ
り

　

―
「
第
二
大
学
区
新
聞
」
創
刊
号 

―

展示の風景

( ) 「第二大学区新聞」（創刊号）
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本
年
度
の
企
画
展
で
は
、
愛
知
県
で
最

初
の
鉄
道
と
な
る
熱
田
―
武
豊
間
や
幹
線

鉄
道
（
現
在
の
東
海
道
線
）
や
県
内
の
私

設
鉄
道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
の
準
備
の
た
め
に
資
料
を
探
し

て
い
る
と
、
本
館
所
蔵
の
県
庁
文
書
の
中

に
、
新
し
い
鉄
道
の
敷
設
に
つ
い
て
、「
鉄

道
発
起
願
書
」
な
ど
多
く
の
資
料
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に

明
治
三
十
年
前
後
に
は
民
間
会
社
に
よ
る

私
設
鉄
道
も
各
地
で
開
業
す
る
よ
う
に
な

り
、
鉄
道
熱
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
会
社
設

立
の
免
許
申
請
が
急
増
し
ま
し
た
。
鉄
道

局
年
報
（
明
治
三
十
一
年
度
）
に
よ
れ
ば
、

全
国
の
仮
免
許
申
請
は
明
治
二
十
九
年
度

が
五
百
五
十
五
件
、
三
十
年
度
が
三
百
七

件
と
あ
り
突
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
尾
三
鉄
道
株
式
会
社
の
資

料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
明
治
二
十
九

年
一
月
十
七
日
、「
尾
三
鉄
道
株
式
会
社

発
起
願
書
進
達
願
」
が
愛
知
郡
鳴
尾
村
の

発
起
人
代
表
永
井
松
右
衛
門
か
ら
知
事
を

通
じ
て
逓
信
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
愛
知
郡
熱
田
町
を
起
点
と

し
て
、
平
針
村
、
西
加
茂
郡
三
好
村
か
ら

挙
母
町
に
至
り
、
更
に
額
田
郡
岡
崎
町
に

達
し
、
同
町
よ
り
東
海
道
の
国
道
に
沿
っ

て
宝
飯
郡
赤
坂
町
、
御
油
村
に
至
り
豊
川

町
に
終
わ
る
も
の
で
す
。
更
に
東
は
豊
川

鉄
道
、
西
は
関
西
鉄
道
に
連
絡
す
る
と
い

う
計
画
で
し
た
。

　

初
め
は
、
鉄
道
の
敷
設
に
強
く
反
対
す

る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
宝
飯
郡
一
町
二

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
書
に
よ
れ
ば
、

該
当
町
村
の
利
害
及
び
水
利
上
の
関
係
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

に
長
沢
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、「
尾
三

鉄
道
敷
設
に
関
し
本
村
疲
弊
に
付
情
願
」

に
は
、「
村
ハ
東
西
ニ
長
ク
軌
道
ノ
敷
地

一
里
以
上
ニ
シ
テ
地
味
モ
亦
上
位
ヲ
占
ム

ル
耕
地
ヲ
貫
通
シ
…
残
地
ハ
山
沢
之
樹
陰

多
ク
シ
テ
澆
薄
ナ
レ
ハ
収
穫
当
ヲ
得
ス
故

ニ
人
々
食
ヲ
給
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
朝
夕
ノ
炊

煙
自
然
衰
フ
ル
ニ
到
ル
村
民
凍
餓
ス
ル
ハ

必
然
ノ
理
ナ
リ
豈
一
村
疲
弊
ト
云
ワ
サ
ル

ヲ
得
ン
ヤ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
村

各
々
の
事
情
が
あ
り
収
拾
が
つ
か
な
い
た

め
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
に

宝
飯
郡
長
か
ら
該
当
す
る
町
村
の
詳
細
に

つ
い
て
記
し
た
状
況
説
明
書
が
、
改
め
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

　

そ
の
後
、
こ
の
計
画
は
岡
崎
以
西
名
古

屋
ま
で
の
経
路
の
み
が
許
可
さ
れ
、
そ
れ

以
東
豊
川
に
達
す
る
経
路
は
中
断
さ
れ
る

と
い
う
風
説
が
立
ち
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

明
治
三
十
年
三
月
十
七
日
、「
尾
三
鉄
道

株
式
会
社
布
設
に
関
す
る
請
願
」
が
、
宝

飯
郡
豊
川
町
、
額
田
郡
岡
崎
町
な
ど
二
郡

六
町
村
か
ら
逓
信
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、「
公
明
ナ
ル
閣
下
某
等
ノ

希
望
ヲ
容
レ
ラ
レ
速
ニ
全
線
許
可
ヲ
尾
三

鉄
道
株
式
会
社
ニ
与
ヘ
ラ
レ
永
ク
沿
道
人

民
ヲ
シ
テ
其
恩
沢
ニ
浴
セ
シ
メ
ラ
レ
ン
コ

ト
ヲ
請
願
ス
」
と
、
訴
え
出
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、明
治
三
十
一
年
五
月
十
一
日
、

逓
信
大
臣
か
ら
「
尾
三
鉄
道
株
式
会
社
仮

免
許
状
」
が
下
付
さ
れ
ま
し
た
。
仮
免
許

状
の
有
効
期
間
は
十
八
箇
月
で
、
そ
の
間

に
正
式
な
免
許
状
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
測
量
費
が

沿
道
町
か
ら
拠
出
さ
れ
て
測
量
は
完
成
し

た
も
の
の
、
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
企
業

目
論
見
書
に
掲
げ
ら
れ
た
資
本
金
が
集
ま

ら
な
い
事
態
に
至
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

明
治
三
十
二
年
十
一
月
六
日
に
、「
尾
三

鉄
道
免
許
延
期
願
」
が
知
事
か
ら
鉄
道
局

長
官
に
提
出
さ
れ
、
九
箇
月
の
仮
免
許
状

延
長
許
可
が
下
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

終
的
に
仮
免
許
状
は
失
効
し
、
幻
の
鉄
道

計
画
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
頃
、
県
内
に

鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
申
請
し
て
却
下
さ

れ
た
も
の
が
何
件
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
、
古
文
書
講

座
を
開
講
し
、
入
門
編
は
四
日
間
、
応
用

編
は
二
日
間
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
門
編
は
、
候
文
や
返
読
文
字
、
異
体

字
、変
体
仮
名
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例
を
交

え
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
ま
し
た
。そ

の
後
、
本
館
所
蔵
の
「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」

の
『
政
事
日
記
』
及
び
、「
一
札
（
宗
門
村

送
り
）」（
尾
張
国
愛
知
郡
相
原
村
近
藤
家

文
書
）の
解
読
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
受
講

者
が
自
力
で
翻
訳
す
る
時
間
を
取
り
、そ
の

後
、
本
館
職
員
が
解
読
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

応
用
編
は
、
県
史
編
さ
ん
室
職
員
が
講

師
を
務
め
、『
愛
知
県
史
』（
資
料
編
21　

近
世
7　

領
主
1
）
に
掲
載
の
「
天
保

十
三
年
犬
山
大
火
に
よ
る
犬
山
城
修
復
の

記
録
」
を
読
み
下
し
、
内
容
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
歴
史
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

古文書講座の風景

古 

文 

書 

講 

座

　

明
治
期
の
県
庁
文
書
よ
り

　
　
　

― 
幻
の
鉄
道
計
画 

―

県の鳥　コノハズク
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本
館
は
、
公
文
書
館
な
ど
歴
史
資
料
保

存
利
用
機
関
の
連
携
・
研
究
協
議
団
体
で

あ
る
「
全
国
公
文
書
館
長
会
議
」、「
東
海

北
陸
地
区
公
文
書
等
保
存
利
用
事
務
協
議

会
」
及
び
「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
」
の
会
員
で
あ
り
、
毎
年

各
団
体
が
主
催
す
る
研
究
会
・
研
修
会
な

ど
に
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
「
全
国
公
文
書
館
長
会
議
」

は
、
六
月
九
日
・
十
日
に
札
幌
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
実
務
担
当
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
で
は
、「
公
文
書
の
選
別
」、「
電
子
文

書
の
管
理
、
移
管
、
保
存
、
公
開
な
ど
」

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
館
か
ら
の
事
例
報
告

や
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、「
公
文
書
館
に
求
め
ら
れ

る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
後
、

国
立
公
文
書
館
及
び
各
公
文
書
館
の
取
組

に
つ
い
て
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
海
北
陸
地
区
公
文
書
等
保

存
利
用
事
務
協
議
会
」
の
総
会
・
事
務
担

当
者
研
究
会
が
、
十
月
三
日
に
富
山
県
公

文
書
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
会
員
機
関

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
互
い
に
有
用
な

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
で
し
た
。

　

本
館
で
は
、
愛
知
県
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
事
業
（
東
海
地
域
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
と
連
携
）に
よ
り
、

毎
年
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
十

日
間
程
度
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
研
修
生
に
は
、
本
館
の
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
四
名
の
大
学
三
年
生
の
方

が
参
加
し
、
文
書
の
修
復
、
行
政
刊
行
物

の
整
理
、
企
画
展
の
準
備
作
業
、
窓
口
で

の
受
付
な
ど
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

研
修
生
の
皆
さ
ん
の
感
想
や
、
公
文
書
館

に
対
す
る
印
象
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
研
修
生
A
〉

　
「
修
復
作
業
に
は
す
ご
く
気
を
遣
い
ま

し
た
。古
い
も
の
だ
と
壊
れ
や
す
く
、ホ
ッ

チ
キ
ス
の
針
を
と
る
の
も
一
苦
労
で
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
て
こ
そ
、

県
民
は
資
料
を
閲
覧
で
き
る
の
だ
と
実
感

で
き
ま
し
た
。」

　
「
職
員
の
仕
事
を
間
近
で
見
た
り
、
体

験
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
以

前
よ
り
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。」

〈
研
修
生
B
〉

　
「
公
文
書
館
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、

よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
行

政
資
料
や
刊
行
物
の
最
終
保
管
庫
と
し
て

の
役
割
は
、
県
や
県
民
の
歴
史
を
守
る
非

常
に
重
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

そ
の
資
料
自
体
を
後
世
に
残
す
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。」

　
「
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
報

告
・
連
絡
・
相
談
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。」

〈
研
修
生
C
〉

　
「
仕
事
の
一
つ
一
つ
は
地
道
な
作
業
だ
が
、

こ
う
し
た
作
業
が
集
ま
っ
た
も
の
と
し
て

公
文
書
館
と
い
う
組
織
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。」

〈
研
修
生
D
〉

　
「
受
付
業
務
を
は
じ
め
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ

う
な
貴
重
な
体
験
が
多
く
で
き
ま
し
た
。」 　

公
文
書
は
、
文
書
ご
と
に
一
、三
、五
、

十
、三
十
年
な
ど
の
保
存
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
存
期
間
の
満
了
時
、
主

務
課
が
今
後
も
業
務
で
当
該
文
書
を
必
要

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
保
存
期
間
の
延

長
を
行
い
、
現
用
文
書
と
し
て
業
務
に
利

用
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
延
長
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
は

全
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

館
で
は
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
さ
れ
る
文
書
の

中
か
ら
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
文

書
を
選
別
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
選
別

に
当
た
っ
て
は
、
本
館
が
定
め
る
選
別
基

準
、「
条
例
、
規
則
、
訓
令
等
の
例
規
に

関
す
る
も
の
」、「
県
の
重
要
な
計
画
に
関

す
る
も
の
」、「
重
要
な
行
事
に
関
す
る
も

の
」
な
ど
二
十
二
項
目
に
基
づ
い
て
選
別

し
て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
文
書
は
、
く
ん
蒸
（
殺
虫
・

防
カ
ビ
）
処
理
、
修
復
作
業
（
金
属
類
の

除
去
、
表
紙
の
補
修
、
保
存
箱
へ
の
収
納

な
ど
）
及
び
整
理
作
業
（
簿
冊
ご
と
に
件

名
目
次
を
作
成
）
を
経
て
、
利
用
に
供
さ

れ
ま
す
。

　

毎
年
新
し
く
公
開
さ
れ
る
文
書
は
、
千

冊
程
度
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
価
値
が
あ
る

と
し
て
選
別
さ
れ
た
文
書
を
、
利
用
者
の

皆
様
の
調
査
研
究
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

インターンシップの研修風景

  
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
関
係
団
体
の

  

研
究
会
・
研
修
会
に
参
加
し
て

  

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
体
験
記

公
文
書
の
収
集
に
つ
い
て

県の花　カキツバタ
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Q　

地
籍
図
の
複
製
を
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
地
籍
図
の
本
物
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
?

A　

地
籍
図
は
、
千
二
百
分
の
一
の
縮

尺
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
複
製

は
八
十
五
×
六
十
㎝
の
シ
ー
ト
に
分

割
さ
れ
て
ケ
ー
ス
に
収
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
籍
図
の
原
本
の
大
き

さ
は
、
村
ご
と
で
異
な
っ
て
い
ま

す
。
大
き
い
も
の
は
渥
美
郡
中
山
村

で
、
四
百
十
三
×
七
百
六
十
四
㎝
の

畳
約
十
九
枚
分
。
小
さ
い
も
の
は
西

春
日
井
郡
中
河
原
村
で
、
三
十
一
×

四
十
三
㎝
で
、
A
3
版
よ
り
小
さ
い

大
き
さ
で
す
。
ど
の
村
の
図
も
折
り

た
た
ま
れ
て
、
左
の
写
真
の
よ
う
に

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

原
本
は
劣
化
が
激
し
く
、
普
段
は

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
企
画
展
で
額
田
郡
岡
崎

市
街
を
展
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
地

籍
図
の
原
本
は
折
々
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

利 用 案 内

◆ 交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

◆ 開 館 時 間
午前9時～午後5時

◆ 休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

◆ 利 用 方 法
　資料の閲覧は無料です。
閲覧を希望される場合は、備え付けの「閲
覧票」 に所定の事項をご記入の上、受付に
提出してください。
所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
 ただし、一部複写できないものがあります。
館外貸出しは行っておりません。

◆ 展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料の展示を行っています。

・
・

・

・

ホームページアドレス　　http://www.pref.aichi.jp/kobunshokan/

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
九
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

▽
本
号
で
は
、
本
年
度
の
企
画
展
「
あ
い

ち
の
道
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
交
通
の
歴
史
的
変

遷
が
理
解
で
き
た
」、「
県
の
街
道
が
理

解
で
き
た
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
展
示

の
方
法
な
ど
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま

し
た
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
企

画
展
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
ま
た
、
公
文
書
の
収
集
に
つ
い
て
の
記

事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛
知
県
公
文
書
館
で
は
、
毎
年
度
廃
棄

予
定
と
な
る
た
く
さ
ん
の
公
文
書
の
中

か
ら
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
公
文
書
を

選
別
・
収
集
し
て
い
ま
す
。

▽
こ
の
「
だ
よ
り
」
が
県
民
の
皆
様
と
、

本
館
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り　

第
十
九
号

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

編
集
発
行　

愛
知
県
公
文
書
館

　

〒
四
六
〇

〇
〇
〇
一

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二

三

二

　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
内

　

電　

話
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
〇
二
五

　

F
A
X
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
九
〇
二

　

電
子
メ
ー
ル

　

kobunshokan@
pref.aichi.lg.jp

編

集

後

記

県の魚　クルマエビ

額田郡岡崎市街


